
株主メモCORPORATE DATA 株式の状況　 （2020年3月31日現在）（2020年3月31日現在）

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月開催

基準日 定時株主総会・期末配当　毎年3月31日
（中間配当実施時の株主確定日　９月30日）

公告方法 電子公告により行います。
ただし、やむを得ない事由により電子公告が
できない場合は、日本経済新聞に掲載する方
法により行います。

公告掲載URL https://www.minato.co.jp

上場証券取引所 東京証券取引所　JASDAQ（スタンダード）

株主名簿管理人／
特別口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内１丁目４番５号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
0120-232-711（フリーダイヤル）

郵送物送付先 〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号

株式に関する手続 ①　証券会社に口座をお持ちの場合
　　お取引の証券会社にお申し出ください。
②　特別口座の場合
　　�三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっ

ておりますので、上記、特別口座管理機
関の連絡先にお問い合わせください。

〒103-0001　東京都中央区日本橋小伝馬町7番2号　古賀オールビル

商号 ミナトホールディングス株式会社
（MINATO�HOLDINGS�INC.)

本社所在地 東京都中央区日本橋小伝馬町7番2号�
設立 1956年12月17日
事業内容 グループ会社の経営管理
資本金 993,003千円
従業員 200名（連結）

■ 会社概要

サンマックス・テクノロジーズ株式会社
メモリーモジュール関連製品の製造、販売

ミナト・アドバンスト・テクノロジーズ株式会社
デバイスプログラミング・ディスプレイソリューション事業

株式会社イーアイティー
情報処理システム開発及び技術者の派遣

日本ジョイントソリューションズ株式会社
Webサイトの構築、広告の制作プロデュース

ミナト・フィナンシャル・パートナーズ株式会社
企業の買収等の斡旋、仲介、及びこれらに関するコンサルティング業務

ジー・ワーカー株式会社
メモリー、モバイルアクセサリの販売

港御（上海）信息技術有限公司
デバイスプログラマ関連製品の販売及び関連サービスの提供等

港御（香港）有限公司
メモリーモジュール関連製品の製造、販売

■ 関連会社

代表取締役会長兼社長 若山　健彦
取締役副社長 相澤　　均
取締役執行役員 三宅　哲史
取締役 有澤　　寛
取締役 杉山　敏美
社外取締役 児玉　純一
常勤監査役 門井　　豊
社外監査役 中根　敏勝
社外監査役 瀧川　秀則

■ 役員の状況

発行可能株式総数 28,800,000株
発行済株式総数 7,447,914株
株主数 5,871名

株 主 名 持株数（株） 持株比率（％）

若山　健彦 374,065 5.07 
川田　勝大 160,000 2.17 
神谷　和秀 145,000 1.97 
大野木　弘 118,000 1.60 
入交グループ本社株式会社 114,760 1.56 
深海　康史 95,200 1.29 
株式会社ＳＢＩ証券 94,300 1.28 
大西　康弘 90,000 1.22 
相澤　　均 88,000 1.19 
J.P.MORGAN SECURITIES　
PLC FOR AND ON BEHALF 
OF ITS CLIENTS JPMSP RE 
CLIENT ASSETS-SETT ACCT

78,401 1.06 

持株比率は自己株式（74,544株）を控除して計算しております。

大株主

■ 株主数推移（名）
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2019.５
27 期ぶりに復配

ISC（インテリジェント・ステレオカメラ）とは、
リアルタイムで3D測距・計測・物体検知が可
能な新型のステレオカメラのことです。
＜特徴＞
・�防水／防塵／４G耐振動構造！厳しい環境下
でも作業可能です。
・�集積回路（FPGA）搭載で、高性能PCいらず！
カメラ内で計測などの高速処理が可能です。

ISCにより作成した3D画像

インテリジェント・ステレオカメラ事業特集

X3（クロススリー）始動へ！

ISC　最新News

新市場開拓を視野に、現在のISCよりさらに小型で、より低価格なモデルを開発中です。また、ステレオカメラ
の特徴である計測検知や自動運転技術サポートといった機能の優位性を活かし、様々な用途での実用化を目指し
ており、現在、自動搬送装置（AGV）をはじめ、多分野の企業とのプロジェクトが進行中です。

＊当社ウェブサイトでは最新情報を掲載しておりますので、是非ご覧ください。�
  https://www.minato.co.jp ミナトホールディングス

ミナト・アドバンスト・テクノロジーズ株式会社に
て、新規事業として取り組んでいるインテリジェント・
ステレオカメラ事業。業務提携先の東工大発ベンチャー
「ITD�Lab株式会社」と連携し、測距、形状認識を高
速で行う高性能２眼カメラ＝インテリジェント・ステレオ
カメラを開発、2020年度中の量産化を目前に奮闘し
ています。

2019年12月には、開発したISCより抽出された
データを３D画像に変換し、視覚的サポートを強化す
るミドルウェア「X3（クロススリー）β版」の提供を開
始しました。
例えば、駅のホームでは、電車の進入時等に１台の
カメラで多角度からの監視を実現。ISCで取得した距
離データなどから対象物の３D画像をリアルタイムに
作成することで、扉の開閉、乗客の乗降、ホーム上
の障害物の検知等も可能になるのです。
当社グループでは、ISCの開発を通して、より安全
な社会インフラの整備に貢献してまいります。

ここが違う！
ミナトのISC

（2020年6月25日現在）

■  01　TOP MESSAGE

■  02　財務ハイライト

■  03　セグメント別経営成績

■  04　特集

■  05　CORPORATE DATA

■  06　株式の状況

証券コード：6862

2019年4月1日  2020年3月31日

第64期  年次報告書
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TOP MESSAGE セグメント別営業成績財務ハイライト （2019年4月1日～2020年3月31日）

2020年3月期
売上高

120億円

83%

11%

5%
1%

株主のみなさまにおかれましては、平素より格別の
ご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。現在、新型コ
ロナウイルスの発生により、それぞれご心配やご苦労
があると思います。まずはみなさまの健康を祈念し、
安全に過ごされますことを心よりお祈り申しあげます。
当社2020年3月期（2019年4月1日～2020年3月
31日）における事業のご報告をさせていただくにあた
り、ご挨拶を申しあげます。

2020年3月期の業績について

当期におきましてはメモリーモジュール関連事業に
おいて、売上高は前期に比べ減少したものの大幅な
増益を達成。デバイスプログラミング・ディスプレイ
ソリューション関連事業は、新製品の開発や既存顧客
の深耕に注力したものの減益となりました。一方、今
後の協業や事業拡大を推進すべく、株式会社AKIBA
ホールディングスと業務提携に係る検討を開始したほ
か、台湾のEmBestor�Technology�Inc.と資本業務
提携を行いました。また、持分法適用会社である日
本サインホールディングス株式会社の株式等や、同社
と共同で設立したジャパンデジタルサイネージ株式会
社の株式を譲渡するなど、事業の選択と集中を進め
ております。

以上の結果、当連結会計年度の経営成績につきま
しては、売上高は12,077百万円（前年同期比23.8
％減）となりましたが、営業利益は305百万円（同
28.8％増）、経常利益は301百万円（同55.7％増）
となり、また関係会社株式売却益を計上したこと等に
より親会社株主に帰属する当期純利益は279百万円
（同164.0％増）と大幅な増益となりました。

私たちは常に新しい技術に挑戦し、
社会に価値ある製品や

サービスを提供することで、
お客様、株主のみなさま、従業員の

満足度を高める企業になります。

代表取締役会長 兼 社長　若山 健彦

「テクノロジー＆
イノベーションで
明日を創る」

■DIMM
　（メモリーモジュール）

■SSD
　（Solid�State�Drive）

■�ROM書込みセンター（横浜）

■�デバイスプログラマ
　�（ROMやCPU等のデバイス
にデータを書き込む機器）

当社グループでは、既存事業を安定的に強化する
ことを主目的としつつ、M&Aや業務提携の実行、
また新規事業・海外進出にも常に挑戦することで、
事業規模の拡大を目指しております。収益力の安定
的増大を実現してきた実績を踏まえ、今後ともメー
カーとして長年培ってきた「信用力」に加え、積極
的なM&Aと業務提携等による「成長力」の両輪で、
企業価値を高めてまいります。

当社は株主のみなさまに対する利益還元を経営の
重要な柱のひとつと位置付けております。将来の成長
のための投資、事業展開の状況と各期の経営成績を
総合的に勘案しながら、株主のみなさまへの適切な利
益還元策を検討する必要があると考えております。
前期は27期ぶりとなる配当を実施させていただき

ましたが、2020年3月期につきましては、当期業績
において大幅な増益を達成できたことや当社グルー
プの継続的な成長の可能性、内部留保の状況等を総
合的に勘案して、前期実績の2円から2円増配し、1
株につき4円とさせていただきました。
また、当社を中長期にわたりご支援いただいてい

る株主さまにお応えするため、当期より、当社株式
を2年以上を保有していただいている株主さまの優
待内容を大幅に拡充させていただきました。

当社グループでは今後とも、グループ全体のさら
なる成長を目指すとともに、新しい事業の確立や市
場への挑戦を続けることで、企業価値の向上に努め
てまいります。株主のみなさまにおかれましては、
一層のご支援ご鞭撻を賜りますよう、お願い申しあ
げます。

成長戦略につきまして

株主還元策につきまして

■ 売上高

■ 経常利益

■ 営業利益

■  親会社株主に帰属する
当期純利益 （単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

FY17

13,886

FY19

12,077

FY18

15,850

FY17

176

FY19

301

FY18

193

FY17

252

FY19

305

FY18

237

FY17

151

FY19

279

FY18

105

■メモリーモジュール関連事業

サンマックス・テクノロジーズ㈱
◇�産業機器用途向けコンピューター�
記憶装置の設計・製造・販売

売上高 10,037
（単位：百万円）

■ システム開発関連事業

㈱イーアイティー
◇システムソリューション（技術支援／受託開発事業）

売上高 619
（単位：百万円）

■その他事業

日本ジョイントソリューションズ㈱
　◇Webサイトの構築、広告の制作プロデュース
ミナト・アドバンスト・テクノロジーズ㈱
　◇インテリジェント・ステレオカメラ、LED照明
ミナト・フィナンシャル・パートナーズ㈱
　◇企業の買収等の斡旋・仲介及びこれらに関する
　　コンサルティング、太陽光発電

売上高 161
（単位：百万円）

売上高 1,290
（単位：百万円）

■ デバイスプログラミング
　ディスプレイソリューション
　関連事業

◇デバイスプログラマ／自動プログラミング
　システムの設計・販売
◇ROM、CPUへの書込み作業
◇タッチパネルやデジタルサイネージ
　関連機器の製造・販売

ミナト・アドバンスト・テクノロジーズ㈱
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TOP MESSAGE セグメント別営業成績財務ハイライト （2019年4月1日～2020年3月31日）
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TOP MESSAGE セグメント別営業成績財務ハイライト （2019年4月1日～2020年3月31日）

2020年3月期
売上高

120億円

83%

11%

5%
1%

株主のみなさまにおかれましては、平素より格別の
ご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。現在、新型コ
ロナウイルスの発生により、それぞれご心配やご苦労
があると思います。まずはみなさまの健康を祈念し、
安全に過ごされますことを心よりお祈り申しあげます。
当社2020年3月期（2019年4月1日～2020年3月
31日）における事業のご報告をさせていただくにあた
り、ご挨拶を申しあげます。

2020年3月期の業績について

当期におきましてはメモリーモジュール関連事業に
おいて、売上高は前期に比べ減少したものの大幅な
増益を達成。デバイスプログラミング・ディスプレイ
ソリューション関連事業は、新製品の開発や既存顧客
の深耕に注力したものの減益となりました。一方、今
後の協業や事業拡大を推進すべく、株式会社AKIBA
ホールディングスと業務提携に係る検討を開始したほ
か、台湾のEmBestor�Technology�Inc.と資本業務
提携を行いました。また、持分法適用会社である日
本サインホールディングス株式会社の株式等や、同社
と共同で設立したジャパンデジタルサイネージ株式会
社の株式を譲渡するなど、事業の選択と集中を進め
ております。

以上の結果、当連結会計年度の経営成績につきま
しては、売上高は12,077百万円（前年同期比23.8
％減）となりましたが、営業利益は305百万円（同
28.8％増）、経常利益は301百万円（同55.7％増）
となり、また関係会社株式売却益を計上したこと等に
より親会社株主に帰属する当期純利益は279百万円
（同164.0％増）と大幅な増益となりました。

私たちは常に新しい技術に挑戦し、
社会に価値ある製品や

サービスを提供することで、
お客様、株主のみなさま、従業員の

満足度を高める企業になります。

代表取締役会長 兼 社長　若山 健彦

「テクノロジー＆
イノベーションで
明日を創る」

■DIMM
　（メモリーモジュール）

■SSD
　（Solid�State�Drive）

■�ROM書込みセンター（横浜）

■�デバイスプログラマ
　�（ROMやCPU等のデバイス
にデータを書き込む機器）

当社グループでは、既存事業を安定的に強化する
ことを主目的としつつ、M&Aや業務提携の実行、
また新規事業・海外進出にも常に挑戦することで、
事業規模の拡大を目指しております。収益力の安定
的増大を実現してきた実績を踏まえ、今後ともメー
カーとして長年培ってきた「信用力」に加え、積極
的なM&Aと業務提携等による「成長力」の両輪で、
企業価値を高めてまいります。

当社は株主のみなさまに対する利益還元を経営の
重要な柱のひとつと位置付けております。将来の成長
のための投資、事業展開の状況と各期の経営成績を
総合的に勘案しながら、株主のみなさまへの適切な利
益還元策を検討する必要があると考えております。
前期は27期ぶりとなる配当を実施させていただき

ましたが、2020年3月期につきましては、当期業績
において大幅な増益を達成できたことや当社グルー
プの継続的な成長の可能性、内部留保の状況等を総
合的に勘案して、前期実績の2円から2円増配し、1
株につき4円とさせていただきました。
また、当社を中長期にわたりご支援いただいてい

る株主さまにお応えするため、当期より、当社株式
を2年以上を保有していただいている株主さまの優
待内容を大幅に拡充させていただきました。

当社グループでは今後とも、グループ全体のさら
なる成長を目指すとともに、新しい事業の確立や市
場への挑戦を続けることで、企業価値の向上に努め
てまいります。株主のみなさまにおかれましては、
一層のご支援ご鞭撻を賜りますよう、お願い申しあ
げます。

成長戦略につきまして

株主還元策につきまして

■ 売上高

■ 経常利益

■ 営業利益

■  親会社株主に帰属する
当期純利益 （単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

FY17

13,886

FY19

12,077

FY18

15,850

FY17

176

FY19

301

FY18

193

FY17

252

FY19

305

FY18

237

FY17

151

FY19

279

FY18

105

■メモリーモジュール関連事業

サンマックス・テクノロジーズ㈱
◇�産業機器用途向けコンピューター�
記憶装置の設計・製造・販売

売上高 10,037
（単位：百万円）

■ システム開発関連事業

㈱イーアイティー
◇システムソリューション（技術支援／受託開発事業）

売上高 619
（単位：百万円）

■その他事業

日本ジョイントソリューションズ㈱
　◇Webサイトの構築、広告の制作プロデュース
ミナト・アドバンスト・テクノロジーズ㈱
　◇インテリジェント・ステレオカメラ、LED照明
ミナト・フィナンシャル・パートナーズ㈱
　◇企業の買収等の斡旋・仲介及びこれらに関する
　　コンサルティング、太陽光発電

売上高 161
（単位：百万円）

売上高 1,290
（単位：百万円）

■ デバイスプログラミング
　ディスプレイソリューション
　関連事業

◇デバイスプログラマ／自動プログラミング
　システムの設計・販売
◇ROM、CPUへの書込み作業
◇タッチパネルやデジタルサイネージ
　関連機器の製造・販売

ミナト・アドバンスト・テクノロジーズ㈱
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株主メモCORPORATE DATA 株式の状況　 （2020年3月31日現在）（2020年3月31日現在）

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月開催

基準日 定時株主総会・期末配当　毎年3月31日
（中間配当実施時の株主確定日　９月30日）

公告方法 電子公告により行います。
ただし、やむを得ない事由により電子公告が
できない場合は、日本経済新聞に掲載する方
法により行います。

公告掲載URL https://www.minato.co.jp

上場証券取引所 東京証券取引所　JASDAQ（スタンダード）

株主名簿管理人／
特別口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内１丁目４番５号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
0120-232-711（フリーダイヤル）

郵送物送付先 〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号

株式に関する手続 ①　証券会社に口座をお持ちの場合
　　お取引の証券会社にお申し出ください。
②　特別口座の場合
　　�三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっ

ておりますので、上記、特別口座管理機
関の連絡先にお問い合わせください。

〒103-0001　東京都中央区日本橋小伝馬町7番2号　古賀オールビル

商号 ミナトホールディングス株式会社
（MINATO�HOLDINGS�INC.)

本社所在地 東京都中央区日本橋小伝馬町7番2号�
設立 1956年12月17日
事業内容 グループ会社の経営管理
資本金 993,003千円
従業員 200名（連結）

■ 会社概要

サンマックス・テクノロジーズ株式会社
メモリーモジュール関連製品の製造、販売

ミナト・アドバンスト・テクノロジーズ株式会社
デバイスプログラミング・ディスプレイソリューション事業

株式会社イーアイティー
情報処理システム開発及び技術者の派遣

日本ジョイントソリューションズ株式会社
Webサイトの構築、広告の制作プロデュース

ミナト・フィナンシャル・パートナーズ株式会社
企業の買収等の斡旋、仲介、及びこれらに関するコンサルティング業務

ジー・ワーカー株式会社
メモリー、モバイルアクセサリの販売

港御（上海）信息技術有限公司
デバイスプログラマ関連製品の販売及び関連サービスの提供等

港御（香港）有限公司
メモリーモジュール関連製品の製造、販売

■ 関連会社

代表取締役会長兼社長 若山　健彦
取締役副社長 相澤　　均
取締役執行役員 三宅　哲史
取締役 有澤　　寛
取締役 杉山　敏美
社外取締役 児玉　純一
常勤監査役 門井　　豊
社外監査役 中根　敏勝
社外監査役 瀧川　秀則

■ 役員の状況

発行可能株式総数 28,800,000株
発行済株式総数 7,447,914株
株主数 5,871名

株 主 名 持株数（株） 持株比率（％）

若山　健彦 374,065 5.07 
川田　勝大 160,000 2.17 
神谷　和秀 145,000 1.97 
大野木　弘 118,000 1.60 
入交グループ本社株式会社 114,760 1.56 
深海　康史 95,200 1.29 
株式会社ＳＢＩ証券 94,300 1.28 
大西　康弘 90,000 1.22 
相澤　　均 88,000 1.19 
J.P.MORGAN SECURITIES　
PLC FOR AND ON BEHALF 
OF ITS CLIENTS JPMSP RE 
CLIENT ASSETS-SETT ACCT

78,401 1.06 

持株比率は自己株式（74,544株）を控除して計算しております。

大株主

■ 株主数推移（名）

15/3末

1,933

16/3末

2,026

17/3末

2,866

18/3末

3,234

20/3末

5,871

19/3末

5,446
2018.5

株主優待導入

2019.５
27 期ぶりに復配

ISC（インテリジェント・ステレオカメラ）とは、
リアルタイムで3D測距・計測・物体検知が可
能な新型のステレオカメラのことです。
＜特徴＞
・�防水／防塵／４G耐振動構造！厳しい環境下
でも作業可能です。

・�集積回路（FPGA）搭載で、高性能PCいらず！
カメラ内で計測などの高速処理が可能です。

ISCにより作成した3D画像

インテリジェント・ステレオカメラ事業特集

X3（クロススリー）始動へ！

ISC　最新News

新市場開拓を視野に、現在のISCよりさらに小型で、より低価格なモデルを開発中です。また、ステレオカメラ
の特徴である計測検知や自動運転技術サポートといった機能の優位性を活かし、様々な用途での実用化を目指し
ており、現在、自動搬送装置（AGV）をはじめ、多分野の企業とのプロジェクトが進行中です。

＊当社ウェブサイトでは最新情報を掲載しておりますので、是非ご覧ください。�
  https://www.minato.co.jp ミナトホールディングス

ミナト・アドバンスト・テクノロジーズ株式会社に
て、新規事業として取り組んでいるインテリジェント・
ステレオカメラ事業。業務提携先の東工大発ベンチャー
「ITD�Lab株式会社」と連携し、測距、形状認識を高
速で行う高性能２眼カメラ＝インテリジェント・ステレオ
カメラを開発、2020年度中の量産化を目前に奮闘し
ています。

2019年12月には、開発したISCより抽出された
データを３D画像に変換し、視覚的サポートを強化す
るミドルウェア「X3（クロススリー）β版」の提供を開
始しました。
例えば、駅のホームでは、電車の進入時等に１台の
カメラで多角度からの監視を実現。ISCで取得した距
離データなどから対象物の３D画像をリアルタイムに
作成することで、扉の開閉、乗客の乗降、ホーム上
の障害物の検知等も可能になるのです。
当社グループでは、ISCの開発を通して、より安全
な社会インフラの整備に貢献してまいります。

ここが違う！
ミナトのISC

（2020年6月25日現在）

■  01　TOP MESSAGE

■  02　財務ハイライト

■  03　セグメント別経営成績

■  04　特集

■  05　CORPORATE DATA

■  06　株式の状況

証券コード：6862

2019年4月1日  2020年3月31日

第64期  年次報告書
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株主メモCORPORATE DATA 株式の状況　 （2020年3月31日現在）（2020年3月31日現在）

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月開催

基準日 定時株主総会・期末配当　毎年3月31日
（中間配当実施時の株主確定日　９月30日）

公告方法 電子公告により行います。
ただし、やむを得ない事由により電子公告が
できない場合は、日本経済新聞に掲載する方
法により行います。

公告掲載URL https://www.minato.co.jp

上場証券取引所 東京証券取引所　JASDAQ（スタンダード）

株主名簿管理人／
特別口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内１丁目４番５号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
0120-232-711（フリーダイヤル）

郵送物送付先 〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号

株式に関する手続 ①　証券会社に口座をお持ちの場合
　　お取引の証券会社にお申し出ください。
②　特別口座の場合
　　�三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっ

ておりますので、上記、特別口座管理機
関の連絡先にお問い合わせください。

〒103-0001　東京都中央区日本橋小伝馬町7番2号　古賀オールビル

商号 ミナトホールディングス株式会社
（MINATO�HOLDINGS�INC.)

本社所在地 東京都中央区日本橋小伝馬町7番2号�
設立 1956年12月17日
事業内容 グループ会社の経営管理
資本金 993,003千円
従業員 200名（連結）

■ 会社概要

サンマックス・テクノロジーズ株式会社
メモリーモジュール関連製品の製造、販売

ミナト・アドバンスト・テクノロジーズ株式会社
デバイスプログラミング・ディスプレイソリューション事業

株式会社イーアイティー
情報処理システム開発及び技術者の派遣

日本ジョイントソリューションズ株式会社
Webサイトの構築、広告の制作プロデュース

ミナト・フィナンシャル・パートナーズ株式会社
企業の買収等の斡旋、仲介、及びこれらに関するコンサルティング業務

ジー・ワーカー株式会社
メモリー、モバイルアクセサリの販売

港御（上海）信息技術有限公司
デバイスプログラマ関連製品の販売及び関連サービスの提供等

港御（香港）有限公司
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常勤監査役 門井　　豊
社外監査役 中根　敏勝
社外監査役 瀧川　秀則

■ 役員の状況

発行可能株式総数 28,800,000株
発行済株式総数 7,447,914株
株主数 5,871名

株 主 名 持株数（株） 持株比率（％）

若山　健彦 374,065 5.07 
川田　勝大 160,000 2.17 
神谷　和秀 145,000 1.97 
大野木　弘 118,000 1.60 
入交グループ本社株式会社 114,760 1.56 
深海　康史 95,200 1.29 
株式会社ＳＢＩ証券 94,300 1.28 
大西　康弘 90,000 1.22 
相澤　　均 88,000 1.19 
J.P.MORGAN SECURITIES　
PLC FOR AND ON BEHALF 
OF ITS CLIENTS JPMSP RE 
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持株比率は自己株式（74,544株）を控除して計算しております。
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リアルタイムで3D測距・計測・物体検知が可
能な新型のステレオカメラのことです。
＜特徴＞
・�防水／防塵／４G耐振動構造！厳しい環境下
でも作業可能です。
・�集積回路（FPGA）搭載で、高性能PCいらず！
カメラ内で計測などの高速処理が可能です。

ISCにより作成した3D画像

インテリジェント・ステレオカメラ事業特集

X3（クロススリー）始動へ！

ISC　最新News

新市場開拓を視野に、現在のISCよりさらに小型で、より低価格なモデルを開発中です。また、ステレオカメラ
の特徴である計測検知や自動運転技術サポートといった機能の優位性を活かし、様々な用途での実用化を目指し
ており、現在、自動搬送装置（AGV）をはじめ、多分野の企業とのプロジェクトが進行中です。

＊当社ウェブサイトでは最新情報を掲載しておりますので、是非ご覧ください。�
  https://www.minato.co.jp ミナトホールディングス

ミナト・アドバンスト・テクノロジーズ株式会社に
て、新規事業として取り組んでいるインテリジェント・
ステレオカメラ事業。業務提携先の東工大発ベンチャー
「ITD�Lab株式会社」と連携し、測距、形状認識を高
速で行う高性能２眼カメラ＝インテリジェント・ステレオ
カメラを開発、2020年度中の量産化を目前に奮闘し
ています。

2019年12月には、開発したISCより抽出された
データを３D画像に変換し、視覚的サポートを強化す
るミドルウェア「X3（クロススリー）β版」の提供を開
始しました。
例えば、駅のホームでは、電車の進入時等に１台の
カメラで多角度からの監視を実現。ISCで取得した距
離データなどから対象物の３D画像をリアルタイムに
作成することで、扉の開閉、乗客の乗降、ホーム上
の障害物の検知等も可能になるのです。
当社グループでは、ISCの開発を通して、より安全
な社会インフラの整備に貢献してまいります。

ここが違う！
ミナトのISC

（2020年6月25日現在）

■  01　TOP MESSAGE

■  02　財務ハイライト

■  03　セグメント別経営成績

■  04　特集

■  05　CORPORATE DATA

■  06　株式の状況
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